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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 10,571 △3.7 1,474 △39.3 1,145 △48.2 835 △45.3

2021年12月期第３四半期 10,973 35.8 2,429 927.8 2,210 － 1,528 －

（注）包括利益 2022年12月期第３四半期 893百万円（△41.9％） 2021年12月期第３四半期 1,537百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第３四半期 157.79 154.04

2021年12月期第３四半期 331.56 319.62

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第３四半期 43,134 7,109 16.2

2021年12月期 36,332 7,342 20.0

（参考）自己資本 2022年12月期第３四半期 6,996百万円 2021年12月期 7,267百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 132.00 132.00

2022年12月期 － 0.00 －

2022年12月期（予想） 175.00 175.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 22,700 54.7 4,200 30.6 3,900 37.0 2,700 37.8 514.13

１．2022年12月期第３四半期の連結業績（2022年１月１日～2022年９月30日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年12

月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年12

月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の連結業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）１．直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、上記

の連結業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期３Ｑ 5,471,719株 2021年12月期 5,387,219株

②  期末自己株式数 2022年12月期３Ｑ 227,344株 2021年12月期 44株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期３Ｑ 5,294,581株 2021年12月期３Ｑ 4,608,629株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提と

なる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定

性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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セグメント
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年１月１日

至　2021年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年１月１日

至　2022年９月30日）
構成比

前年同
四半期比

千円 千円 ％ ％

不動産販売事業 10,357,139 9,856,983 93.2 △4.8

（新築不動産販売部門） (3,030,136) (5,893,505) 55.7 94.5

（再生不動産販売部門） (7,327,003) (3,963,478) 37.5 △45.9

不動産賃貸事業部門 615,063 660,801 6.3 7.4

その他 1,700 54,030 0.5 －

合計 10,973,903 10,571,815 100.0 △3.7

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における経営成績は、売上高10,571百万円（前年同四半期比3.7％減）、営業利益

1,474百万円（前年同四半期比39.3％減）、経常利益1,145百万円（前年同四半期比48.2％減）、親会社株主に帰属

する四半期純利益835百万円（前年同四半期比45.3％減）となりました。

　セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

セグメント別売上高の概況

（注）１.セグメント間の内部売上は除いております。

２.その他の前年同四半期比は1,000％を超えるため「－」と記載しております。

①　新築不動産販売部門

　当第３四半期連結累計期間の新築不動産販売部門は、土地企画販売２件の売却、収益不動産開発の地域密着型

生活利便施設「Ａ＊Ｇ成城学園前」（東京都 世田谷区）及び新しい住居系ブランド１号案件として「ON」と

「OFF」を「SWiTCH」で切り替えるように暮らす新しい形の賃貸レジデンス「ＳＷｉＴＣＨ（スイッチ）」（東

京都 目黒区）の販売、分譲マンション「ラ・アトレレジデンス室見公園」（福岡県 福岡市）は全住戸の引き渡

しが完了するなど、計画通りに進捗したことにより、売上高5,893百万円（前年同四半期比94.5％増）、セグメ

ント利益1,210百万円（前年同四半期比132.1％増）となりました。

②　再生不動産販売部門

　当第３四半期連結累計期間の再生不動産販売部門は、主力である戸別リノベーションマンション販売において

１戸当たり１億円から４億円台の「プレミアム・リノベーション」シリーズの販売が好調に推移したことによ

り、売上高3,963百万円（前年同四半期比45.9％減）、セグメント利益392百万円（前年同四半期比83.0％減）と

なりました。

③　不動産賃貸事業部門

　当第３四半期連結累計期間の不動産賃貸事業部門は、既存の賃貸資産の稼働率向上、ヘルスケア施設「ヴェラ

ス八軒」（北海道 札幌市）の取得及び住宅型有料老人ホーム「ベストライフ篠路」（北海道 札幌市）が竣工し

賃貸を開始したことなどにより、売上高660百万円（前年同四半期比7.4％増）、セグメント利益は249百万円

（前年同四半期比64.9％増）となりました。

（注）セグメント利益とは、各セグメントの売上総利益から販売費用及び営業外費用を差し引いたものでありま

す。
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ6,802百万円増加し、43,134百万円と

なりました。これは、現金及び預金が1,345百万円、プロジェクトの完了に伴う精算などにより流動資産その他

が1,010百万円それぞれ減少した一方、事業用の不動産仕入及び開発用地取得などにより販売用不動産が4,941百

万円、仕掛販売用不動産が4,249百万円それぞれ増加したことなどによるものです。

　また、当第３四半期連結会計期間末の負債合計は前連結会計年度末に比べ7,035百万円増加し、36,025百万円

となりました。これは、未払法人税等が707百万円減少した一方、事業用の不動産仕入及び開発用地取得などに

係る資金調達により短期借入金が973百万円、１年内返済予定の長期借入金が1,196百万円、長期借入金が5,811

百万円それぞれ増加したことなどによるものです。

　当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は前連結会計年度末に比べ233百万円減少し、7,109百万円となりま

した。これは、新株予約権行使に伴い資本金及び資本剰余金がそれぞれ22百万円増加し、親会社株主に帰属する

四半期純利益835百万円を計上した一方、自己株式499百万円の取得及び配当の実施に伴い資本剰余金が711百万

円減少したことなどによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期連結業績予想に対する進捗率は低くなっておりますが、当第４四半期に引き渡し予定のプロジェクトが計

画通りに進捗することにより、通期連結業績予想は達成できると見込んでおります。したがいまして、2022年12

月期の連結業績予想につきましては、2022年７月28日付の「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表した数

値からの変更はございません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,814,965 5,469,890

売掛金 5,255 4,242

販売用不動産 7,227,939 12,169,754

仕掛販売用不動産 10,286,202 14,535,911

その他 1,660,450 650,039

貸倒引当金 △900 △900

流動資産合計 25,993,913 32,828,937

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,266,266 5,629,484

土地 4,051,683 3,918,890

その他（純額） 349,383 72,544

有形固定資産合計 9,667,333 9,620,919

無形固定資産 108,408 107,992

投資その他の資産 551,442 568,800

固定資産合計 10,327,184 10,297,712

繰延資産 11,425 8,022

資産合計 36,332,523 43,134,672

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 280,916 378,292

短期借入金 2,950,000 3,923,200

１年内償還予定の社債 10,000 10,000

１年内返済予定の長期借入金 2,936,936 4,133,089

未払法人税等 829,436 122,210

賞与引当金 55,935 －

役員賞与引当金 10,450 －

その他 1,151,713 869,516

流動負債合計 8,225,388 9,436,308

固定負債

社債 830,000 820,000

長期借入金 19,018,761 24,829,998

資産除去債務 112,307 112,759

その他 803,505 826,149

固定負債合計 20,764,574 26,588,906

負債合計 28,989,962 36,025,214

純資産の部

株主資本

資本金 288,332 311,268

資本剰余金 1,358,007 669,836

利益剰余金 5,661,916 6,497,324

自己株式 △96 △499,992

株主資本合計 7,308,160 6,978,438

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △33,843 △29,412

繰延ヘッジ損益 △9,037 △7,663

為替換算調整勘定 2,171 54,830

その他の包括利益累計額合計 △40,710 17,754

新株予約権 75,111 113,265

純資産合計 7,342,560 7,109,457

負債純資産合計 36,332,523 43,134,672
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

売上高 10,973,903 10,571,815

売上原価 7,248,563 7,931,079

売上総利益 3,725,339 2,640,735

販売費及び一般管理費 1,296,113 1,166,479

営業利益 2,429,225 1,474,256

営業外収益

受取利息 1,894 1,334

受取配当金 1,283 3,028

為替差益 35,797 156,676

その他 41,815 37,169

営業外収益合計 80,791 198,208

営業外費用

支払利息 171,426 298,725

支払手数料 87,193 125,952

社債発行費等償却 1,208 3,403

その他 39,383 98,493

営業外費用合計 299,212 526,575

経常利益 2,210,804 1,145,888

特別利益

固定資産売却益 8,180 2,989

資産除去債務戻入益 4,174 －

特別利益合計 12,355 2,989

特別損失

固定資産売却損 20,105 －

固定資産除却損 9,790 －

特別損失合計 29,895 －

税金等調整前四半期純利益 2,193,263 1,148,878

法人税、住民税及び事業税 660,715 258,579

法人税等調整額 4,490 54,889

法人税等合計 665,206 313,469

四半期純利益 1,528,056 835,408

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,528,056 835,408

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年１月１日
　至　2021年９月30日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

四半期純利益 1,528,056 835,408

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 173 4,431

繰延ヘッジ損益 1,523 1,374

為替換算調整勘定 7,597 52,659

その他の包括利益合計 9,294 58,465

四半期包括利益 1,537,351 893,873

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,537,351 893,873

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年３月30日開催の取締役会決議に基づき、自己株式227,300株の取得を行いました。この結果、当

第３四半期連結累計期間において自己株式が499,895千円増加し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式

が499,992千円となっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益及び利益剰余金の期首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（追加情報）

当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した新型コロナウイルス感染症の影響に

よる会計上の見積りへの影響について、重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響は不確定要素が多く、不動産市況が悪化した場合には、当社グ

ループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に影響を及ぼす可能性があります。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
新築不動産
販売部門

再生不動産
販売部門

不動産賃貸
事業部門

計

売上高

外部顧客への売上高 3,030,136 7,327,003 615,063 10,972,202 1,700 10,973,903

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 145,959 145,959

計 3,030,136 7,327,003 615,063 10,972,202 147,660 11,119,862

セグメント利益 521,327 2,309,678 151,273 2,982,278 147,660 3,129,938

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 2,982,278

「その他」の区分の利益 147,660

セグメント間取引消去 △145,959

全社費用（注） △773,175

四半期連結損益計算書の経常利益 2,210,804

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年１月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リフォーム事業、仲介事業を含ん

でおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）

合計
新築不動産
販売部門

再生不動産
販売部門

不動産賃貸
事業部門

計

売上高

外部顧客への売上高 5,893,505 3,963,478 660,801 10,517,785 54,030 10,571,815

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － 117,280 117,280

計 5,893,505 3,963,478 660,801 10,517,785 171,310 10,689,095

セグメント利益 1,210,138 392,857 249,521 1,852,517 171,310 2,023,827

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,852,517

「その他」の区分の利益 171,310

セグメント間取引消去 △117,280

全社費用（注） △760,658

四半期連結損益計算書の経常利益 1,145,888

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リフォーム事業、仲介事業を含ん

でおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（注）　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

- 10 -

株式会社ＬＡホールディングス（2986）　2022年12月期　第３四半期決算短信


